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新
年
の
挨
拶
理
事
長
　
尾
崎
　
順

一

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
こ
ぎ

い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
な
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
会
員
の
皆
様
は
じ

め
関
係
各
位
か
ら
の
温
か
い
こ
支
援
、

こ
協
力
を
い
た
だ
き
着
実
に
発
展
を
遂

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と

う
こ
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
む
中
　
高
齢
者
の
社
会
参
加
は

も
と
よ
り
皆
様
が
培

っ
て
こ
ら
れ
た
豊

富
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
皆
様

の
地
道
な
就
業
を
通
し
て
地
域
社
会
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
今
後
益
々
重

要
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理

念
で
あ
る

「自
主

自
立
上
（働
ｉ
〈助
」

の
も
と
、
「安
全
、
か
つ
適
正
な
就
業
」

を
基
本
と
し
、
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、
事
業
の
発
展
を
図
り
、
今
後
と

も
市
民
の
方
々
に
喜
ば
れ
、
信
頼
さ
れ

る
、
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
に
な
る
よ
う

努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
こ
支
援
、
こ
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
の
こ
健
勝
と
こ
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

和
歌
山
市
長
　
尾
花
　
正
啓

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
こ
ざ

い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
昭
和
“
年
の
設
立
以
来
、
高

年
齢
者
の
希
望
に
応
じ
て
多
様
な
就
業

の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
健
康
で

日本の「アマルフィJ雑賀崎
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(2)和歌山市シルバー人材センター

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
に
向
け

て
日
々
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
全
国
的
に
進
展
し
て
い
る
少

子
高
齢
化
　
人
口
減
少
問
題
は
、
本
市

に
お
い
て
も
待
っ
た
な
し
の
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
活
力
と
魅
力
に
満
ち

た
社
会
の
実
現
と
維
持
の
た
め
に
は
、

高
年
齢
者
の
皆
様
が
長
年
培
っ
て
こ
ら

れ
た
知
識
や
経
験
、
技
能
を
活
か
し
、

社
会
の
様
々
な
分
野
で
こ
活
躍
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
貴
セ

ン
タ
ー
の
担
う
役
割
は
今
後
益
々
大
き

く
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
後
と

も

「き
ら
り
輝
く

元
気

和
歌
山
市
」

の
実
現
に
向
け
各
種
政
策
を
展
開
し
て

い
く
と
と
も
に
、
高
年
齢
者
の
万
を
は

じ
め
全
て
の
方
々
が
将
来
に
夢
や
希
望

を
持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様

方
の
こ
理
解
　
こ
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
和
歌
山
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
「自
主

自
立

共
働

共
助
」
の
理
念
の
も
と
、

益
々
こ
発
展
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
会

員
の
皆
様
の
こ
健
勝
と
こ
活
躍
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第
２
回

（
‐０
月
２６
日
開
催
）

●
平
成
３。
年
度
第
―
回
補
正
予
算

（案
）

０
配
分
金
見
積
基
準
に
つ
い
て

３
第
２
次
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

等
中
長
期
計
画
に
つ
い
て

第
１
回
総
務
委
員
会
（９
月
２‐
日
開
催
）

●
地
域
班
の
合
併
に
つ
い
て

②
会
員
獲
得
に
つ
い
て

０
会
員
継
続
を
促
進
す
る
制
度
の
創

設
に
つ
い
て

●
配
分
金
の
改
定
に
つ
い
て

０
普
及
啓
発
月
間
の
活
用
に
つ
い
て

第
１
回
就
業
開
拓
委
員
会

（
９
月
２‐
日
開
催
）

●
営
業
活
動
に
つ
い
て

●
未
就
業
者
へ
の
就
業
促
進
に
つ
い
て

０
普
及
啓
発
月
間
の
活
用
に
つ
い
て

今
後
の
主
な
行
事
予
定

▼
職
郡
班
班
長
会
議

Ｖ
総
務
委
員
会

▼
就
業
開
拓
委
員
会

▼
安
全
　
適
正
就
業
委
員
会

▼
安
全
　
適
正
就
業
研
修
会

▼
紀
州
お
ど
り
会
場
に
て
普
及
啓
発
活
動

シ
ル
バ
ー
事
業
は
、
高
齢
者
が
健
康

で
安
心
し
て

「働
く
」
こ
と
を
通
じ
て

生
き
が
い
を
得
る
と
と
も
に
、
地
域
社

会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
日
頃
か
ら
安
全
　
適
正
就
業

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
会
員

一
人
ひ

と
り
が
意
識
し
、
実
行
す
る
事
が
重
要

で
す
。
会
員
全
員
が
事
故
防
止
意
識
を

持

っ
て

「事
故
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て
安

全
就
業
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
安
全
心
得
Ю
か
条

●
作
業
は
安
全
第

一
を
心
が
け
　
急
い

だ
り
、
あ
わ
て
た
り
し
な
い
こ
と
。

●
器
具
類
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず

点
検
す
る
こ
と
。

Ｃ
服
装
　
履
物
は
作
業
に
合

っ
た
動

平
成
３。
年
度

▼
社
会
奉
仕
活
動

地
域
活
動
へ
の
貢
献
と
セ
ン
タ
ー
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
和
歌
山
城
周
辺
の
除

一旱

清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
理
事
会

▼
地
域
班
班
長
会
議

▼
職
郡
班
班
長
会
議

▼
総
務
委
員
会

▼
就
業
開
拓
委
員
会

▼
安
全
　
適
正
就
業
委
員
会

平
成
３‐
年
度

▼
定
期
監
査

▼
理
事
会

▼
定
時
総
会

▼
地
域
班
班
長
会
議

安全就業スローガン「事故防1卜、急ぐな、あせるな、気を抜くなJ



和歌山市シルバー人材センター(3)

き
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
。

●
作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操
を

し
て
体
を
ほ
ぐ
す
こ
と
。

０
諸
機
能
の
低
下
を
充
分
に
認
識
し
、

無
理
を
し
な
い
こ
と
。

０
作
業
現
場
は
常
に
整
理
整
頓
に
心

が
け
る
こ
と
。

●
共
同
作
業
で
は
、
合
図
　
連
絡
を

正
確
に
行
う
こ
と
。

３
酒
気
を
帯
び
て
の
就
業
は
、
絶
対

に

つ
つ
し
む

こ
と
。

０
健
康
に
は
、
常
に
注
意
し
、
健
康

な
状
態
で
就
業
す
る
こ
と
。

０
仕
事
の
前
日
は
、
充
分
睡
眠
を
と

る
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
。囁

◎
全
国
続

一
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン

（２９
年
度
か
ら
３‐
年
度
）

『事
故
防
止

急
ぐ
な
　
あ
せ
る
な

気
を
抜
く
な
』

∞
年
度
安
全

・
適
正
就
業
巡
回
バ
ト

ロ
ー
ル
実
施

（
７
月
２７
日
実
施
）

委
員
３
名
、
事
務
局
２
名
で
以
下
の

就
業
場
所
で
安
全
　
適
正
就
業
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
指
導
し
た
。

●
和
歌
山
市
鳴
神
の
草
刈
、
搬
出
処

理
作
業

●
和
歌
山
市
鳴
神
の
草
刈
、
搬
出

処
理
作
業

（３
和
歌
山
市
西
庄
の
管
理
業
務

●
事
故
発
生
者
に
対
し
て

物
損
賠
償
事
故
で
シ
ル
バ
ー
保
険

適
用
者
か
ら
免
責
金
額
―
万
円
徴

収
し
て
い
ま
す
。

前
記
該
当
者
は
、
今
後
の
事
故
防

止
対
策
の
参
考
と
す
る
た
め
委
員

会
に
て
事
情
聴
取
し
て
い
ま
す
。

▽
安
全

・
適
正
就
業
委
員
会

（‐２
月
２‐
日
開
催
）

●
事
故
報
告
に
つ
い
て

●
事
故
者
の
事
情
聴
取

０
今
後
の
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

▽
地
区
安
全
対
策
員
会
議

（
ワ
月
３‐
日
開
催
）

●
地
区
安
全
対
策
員
の
役
割
に
つ
い
て

２
事
故
報
告
に
つ
い
て

３
安
全
　
適
正
就
業
強
化
月
間
に
つ

い
て

（報
告
）

▽
安
全

・
適
正
就
業
講
習
会

（
７
月
２４
日
開
催
）

安
全
　
適
正
就
業
強
化
月
間
の

一
環

と
し
て
、
和
歌
山
市
男
女
共
生
推
進
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
会
員
“
名
が
参
加

し
、
開
催
し
ま
し
た
。

●
講
演

「高
齢
者
の
健
康
維
持
　
増

進
に
つ
い
て
」

和
歌
山
県
栄
養
士
会
理
事

中
野
　
節
子
氏

０
講
演

「高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
に
つ
い
て
」
を
和
歌
山
県
警
交

通
企
画
課
安
全
教
育
係
山
崎
警
部

桶
　
辻
本
氏
　
林
氏
か
ら
、
高
齢

者
の
事
故
防
止
に
つ
い
て
楽
し
く

わ
か
り
や
す
く
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

●
そ
の
他

ミ
ヽ
ょ
響
ヵ
■
　
一̈
■

―■

一　

一
一

一

′Ｊ
．

年度別事故発生状況 (5年間)

年度
(平成)

総件数
うち就業中 うち就業途上

傷害 賠償 計 交通事故 自己転倒 計

26 17 2 9 3 3 6

27 13 1 8 9 3 1 4

28 13 1 9 10 3 0 3

29 5 2 2 4 0 1 1

30 5 0 4 4 0 1 1

【平成30年 11月 30日現在】

安全就業スローガン「手故防止、急ぐな、あせるな、気を抜くなJ



和歌山市シルバー人材センター (4)

▽
特
殊
車
輌

（パ
ッ
カ
ー
車
）

使
用
講
習
会

（
１１
月
２‐
日
開
催
）

日
産
プ
リ
ン
ス
和
歌
山
販
売

（株
）
狐

島
店
に
お
い
て
極
東
開
発
工
業

（株
）
様

に
講
師
を
お
願
い
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

特
に
安
全
面
を
重
点
的
に
指
導
い
た
だ

き
会
員
２３
名
が
熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

ど
の
商
品
知
識
を
習
得
し
ま
し
た
。
受

講
さ
れ
た
会
員
さ
ん
は
、
熱
心
に
受
講

さ
れ
習
得
し
た
知
識
を
実
際
の
就
業
現

場
で
活
か
し
て
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。

¨
　
西
庄
ふ
れ
あ
い
の
郷
　
鷺

ィ
メ
ヽ
●
４
●
‥
１
●́
―
ヽ
，メ
ー
ヽ
１
１
ヽ
―
´
―
イ
ー■

当
セ
ン
タ
ー
が
、
指
定
管
理
者
と
な

っ
て
管
理
を
受
話
し
て
い
る
西
庄
ふ
れ

あ
い
の
郷
で
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。

○
紀
州
お
ど
り
会
場
　
（８
月
４
日
）

当
日
、
午
後
５
時
３。
分
か
ら
公
園
前

付
近
に
て
、
尾
崎
理
事
長
は
じ
め
役
職

員
　
会
員
に
よ
り
、
２
種
類
の
苗
木
と

シ
ル
バ
ー
啓
発
用
チ
ラ
シ
を
３。。
名
に
配

布
し
ま
し
た
。

○
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会

（Ю
月
２
日
）

西
庄
ふ
れ
あ
い
の
郷
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

場
に
お
い
て
、
「市
民
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

大
会
」
を
開
催
し
、
３。
名

（男
２２
名
、

女
８
名
）
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
選
手
代
表
に
よ
る
宣
誓

が
行
わ
れ
尾
崎
理
事
長
に
よ
る
始
球
式

の
後
、
自
熱
し
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

閉
会
式
で
、
男
女
各
上
位
者
に
理
事

長
か
ら
表
彰
状
を
授
与
し
、
優
勝
者
に

は
併
せ
て
優
勝
楯
を
授
与
し
ま
し
た
。

▽
整
理
収
納

・
掃
除
講
習
会

（
「
月
∞
日
開
催
）

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
宮

本
整
理
収
納
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
宮
本

美
保
氏
に
講
師
を
お
願
い
し
開
催
し
ま

し
た
。
〈
本
員
２８
名
が
受
講
し
整
理
収
納

掃
除
の
手
順
、
要
領
、
洗
剤
、
道
具
な

◆
◆
優
勝
著
◆
◆

男
性
の
部

女
性
の
部

齊
藤
　
剛
司
様

川
畑
ま
さ
子
様

尾花和歌山市長と記念撮影

安全就業スローガン「事故防止、急ぐな、あせるな、気を抜くなJ



(5) 和歌山市シルバー人材センター

○
ラ
ベ
ン
グ
ー
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス

ア
レ
ン
ジ

（ス
ワ
ッ
グ
）（

１１
月
２６
日
）

八
―
プ
を
利
用
し
て
の
ク
リ
ス
マ
ス

用
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を

開
催
し
２９
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
師

「ミ
ル
　
フ
ル
ー
ル
様
」

○
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
を

使
っ
た
し
め
節
リ
レ
ッ
ス
ン

（
‐２
月
１７
日
〕

お
正
月
用
の
し
め
飾
リ
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
成
す
る
教
室
を
開

催
し
２８
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
師

「ミ
ル
　
フ
ル
ー
ル
様
」

◎
ハ
ー
ブ
の
苗
販
売

の
お
知
ら
せ

ハ
ー
プ

の
苗
を

二
〇
〇
円
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

◎
西
庄
ふ
れ
あ
い
の
郷

今
後

の
イ
ベ
ン
ト
予
定

３
月
　
挿
し
本
体
験

５
月
　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
摘
み
体
験

９
月
５
日
　
松
井
市
議
会
議
長
、
９

月
２７
日
　
尾
花
和
歌
山
市
長
を
訪
問
し

て
　
「生
涯
現
役
社
会
」
を
実
現
す
る

決
意
と
支
援
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

１０
月
１２
日
市
老
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参

加
者
に
対
し
、
大
会
会
場
で
あ
る
和
歌

山
城
砂
の
丸
広
場
に
て
、
尾
崎
理
事
長

を
筆
頭
に
、
役
職
員
――
名
で
セ
ン
タ
ー

普
及
啓
発
チ
ラ
シ
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ツ

シ
ュ
を
配
布
し
、
セ
ン
タ
ー
会
員
へ
の

入
会
を
勧
誘
す
る
と
と
も
に
就
業
機
会

拡
大
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

１０

月

１８
日
～

‐２

月

１３
日
ま

で
の
期

間
、
野
崎

地
区
会
館

を
は
じ
め

八
ヶ
所
で

出
前
入
会

説
明
会
を

開
催
し
ま

し
た
。

松井市議会議長訪問Ft花和歌山市長訪問

安全就業スローガン「事故防 I卜、急ぐな、あせるな、気を抜くなJ



和歌山市シルバー人材センター (6)

‖l

柳

Ｎ
Ｈ
К
学
園

市
川
市
　
川
柳
大
会
受
賞

快
方
乃
兆
し
明
る
い
長
電
話

作
　
二塁
心
地
区
　

斤̈
本
　
〓＋
彦

●
ち
ょ
っ
と
だ
け
と
妻
に
せ
が
ん
だ

膝
枕

●
労
働
歌
聞
こ
え
て
き
そ
う
蟻
の
列

●
共
稼
ぎ
ロ
ー
ン
返
済
四
苦
八
苦

０
飽
食
で
カ
ラ
ス
が
狙
う
こ
み
袋

●
楽
し
げ
に
手
話
で
会
話
を
す
る
男
女

作
　

一̈曰一志
地
区
　
磯
部
　
義
雄

入
会
を
こ
希
望
の
方
は
入
会
説
明
を

事
務
局
に
て
随
時
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
　
定
例
の
入
会
説
明
会
は
偶
数

月
の
第
３
火
曜
日

（Ю
月
は
１６
日
水
曜

日
）
の
午
前
Ю
時
か
ら
、
和
歌
山
市
福

ご
近
所
や
知
り
合
い
の
お
宅
や
会
社
に

お
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

０
宛
名
書
き
　
営
一状
書
き
　
簡
単
な
事

務
０
建
物
管
理
　
施
設
管
理
　
駐
車

（駐

輪
）
場
管
理

０
簡
単
な
大
工
仕
事
　
ペ
ン
キ
塗
り

植
木
手
入
れ

０
草
刈
り
　
除
草
　
清
掃

０
家
事
手
伝
い
（食
事
作
り
Ｙ
留
守
番

介
護
補
助

●
パ
ソ
コ
ン
出
張
個
人
指
導

セ
ン
タ
ー
の
仕
事
の
う
ち
、
植
木
の

剪
定
や
草
刈
り
の
仕
事
は
発
注
か
ら
長

い
間
お
待
ち
い
た
だ
き
、
発
注
者
に
ご

迷
惑
を
掛
け
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
と

し
て
も
頭
の
痛
い
課
題
で
す
。
そ
こ
で
、

会
員
の
う
ち
で
植
木
の
剪
定
が
で
き
る

技
術
を
持

っ
た
方
や
夏
場
の
草
刈
り

も
で
き
る
頑
健
な
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
や
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
会
員

祉
交
流
館
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

入
会
資
格
は
‥

●
市
内
に
在
住
し
て
い
る
６。
歳
以
上

の
方

●
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

は
、
事
務
局
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
知
り
合
い
に
そ
の
よ
う
な

方
が
い
れ
ば
　
ぜ
ひ
入
会
し
て
下
さ
る

よ
う
に
お
誘
い
く
だ
さ
い
。

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
を
地
域
に
広
め
、

就
業
開
拓
を
推
進
す
る
た
め
に
も
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
会
員
相
互
の
親

睦
交
流
の
た
め
に
活
発
に
活
動
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
セ
ン
タ

ー
に
入
会
し
て
　
仕
事
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
新
た
な
出
会
い
や
楽
し
み
、
地

域
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
、
様
々
な
生
き

が
い
を
発
見
し
て
い
た
だ
く
場
で
も
あ

り
ま
す
。

平
成
３。
年
度
の
第
１
回
地
域
班
班
長

会
議
で
平
成
３。
　
３‐
年
度
の
新
任
班
長

の
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

（地
域
班
班
長
紹
介
）

●
本
　
町
　
和
関
　
勝
男

●
広
　
瀬
　
西
山
　
　
卓

●
雄
　
湊
　
羽
山
　
稔
修

●
大
新
　
新
南
　
和
佐
　
兼
次

●
吹
　
上
　
中
塚
　
間
也

●
砂
　
山
　
中
西
　
徳
也

●
一̈同
　
松
　
永
田
　
明
代

●
　
宮
　
　
片
家
　
　
〓早

地
域
班
は
、
セ
ン
タ
ー
と
会
員
と
の

入会説明会日程

2月 19日

4月 16日

6月 18日

安全就業スローガン「事故防 I卜、急ぐな、あせるな、気を抜くなJ



(7) 和歌山市シルバー人材センター

●
宮
　
北
　
形
見
　
　
弘

●
四
箇
郷
　
松
尾
　
俊
介

●
中
之
島
　
森
田
　
日冒
カ

●
芦
　
原
　
官
　
一剛
　
梅
野
　
初
美

●
湊
　
野
　
崎
　
小
岩
　
俊

一

●
松
　
江
　
首
下^
　
正
幸

●
木
　
本
　
村
岡
　
俊
平

●
〓貝
　
士
心
　
吉
野
　
克
之

●
楠
　
見
　
梶
浦
　
鋲
造

●
三
　
田
　
岡
　
崎
　
柏
木
　
保
治

●
西

脇

加

大

原

庄
造

●
安
　
原
　
西
　
淑
恵

●
有
　
功
　
直
　
川
　
坂
口
　
泰
義

●
川
永
　
山
口
　
紀
伊
　
林
　
堂悪
夫

●
雑
　
智
一　
中
道
　
博
明

●
雑
賀
崎
　
和
歌
浦
　
田
野

坂
口
　
清

●
名
　
一早
　
井
口
　
博
義

▼
班
長
不
在
の
地
域
班

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
職
員
紹
介

事
務
局
長
　
　
　
一戸
口
　
善
博

総
務
班

副
主
幹
兼
班
長
　
岩
崎
　
孝
子

企
画
員
　
　
　
　
楠
部
　
ひ
と
み

企
画
員
　
　
　
　
竹
内
　
誠
二

業
務
班

副
主
幹
兼
班
長
　
瀬
藤
　
一］冒
カ

班
長
　
　
　
　
　
潰
滝
　
剛
久

企
画
員
　
　
　
　
山
村
　
雅
彦

嘱
託
職
員
　
　
　
松
廣
　
芳
幸

嘱
託
職
員
　
　
　
石
倉
　
啓
司

〔
一鑢
目
目

●
城
　
北

‐^，一〈
７
　
　
一仙

●
西
和
佐

●
西
山
東

和
佐
　
小
倉

東
山
東

ン

9、 シルバーA村センターでは自員の増饉キャンペーン
『
1含員1人紹介糧動を展開しています。

会員の皆様におかれましては、ご家族、ご近所、お友達等

お知り合いで、シルバー人材センターに入会の希望の方が

おられましたら、是非ご紹介をお願いいたします。

就業報告書の提出は、就業された月の翌日 5日までが締め切りとなつ

ています。就業後すみやかに事務局に提出してください。

また、トラブルになるケースもありますので、特別な事情がない限り、

発注者様に記入 押印してもらつてください。

帽子とベス トの

貸与について

屋外4業の会員に帽子 ベス
トの貸与をしています.ま だ貸

与されていない会員は センター

事務局にて申し出てください。

会員の皆さんからの投1高を男集しています。

▽シルバーでの就業、講習などの感想、趣味の話 旅行記、家族の話、随筆、

世相や社会問題などテーマ不問

▽り1句、川柳、短歌、書、写真、絵画等の作品など

次回の 8月号の締め切りは、6月 21日 (金)です。事務局まで原1高 をあ

寄せく F‐ さい。

また 編集の協力をしていただける方や表紙写真を撮影してくださる
方を募集しています.御意見、御要望などもお寄せください.

安全就業スローガン「事故防止、急ぐな、あせるな、気を抜くなJ



和歌山市シルバー人材センター (8)

有功・直||1地区地域llE lll永・山□。紀伊地区地域班

平成30年 10月 16日 (火 )
会員23名が参加して 木本八1番宮内の落葉清掃 枝切 除草
lT業を実施.

平成30年 10月 29日 (月 )
会員7名が参加して 府守神社内の落葉清掃 枝切 除草4業
を実施.

貴志地IXI地域班

平成30年 10月 31日 (水 )
会員16名が参加して 県道西脇山口線 (次郎丸交差点～土入
児童遊□手前まで)の歩道の清掃 除草作業を実施.

地 域 班 活 動 だ よ り鱚 翻鰈 饂 珈 匡認糠程
ちしています。

楠見地区地域班 木本地区地域班

平成30年 10月 3日 (水 )
会員7名が参加して ,久比売神社内の落葉清掃作業を実施.

平成30年 10月 23日 (火 )
会員 13名か参加して 県道粉河 力]大綜 (千手橋～高架橋～鳴
滝橋)の歩道の清掃4業を実施.

西脇 0カ0太地区地域班

平成30年 10月 30日 (火 )
会員13名が参加して 県道西脇山口線 (西庄バス停付近～磯
脇バス停付近まで)の歩道の清掃作業を実施.

安全就業スローガン 「事故防 I卜、急ぐな、あせるな、気を抜くな J


